
「住みやすさ、地域への愛着についての満足意識」 

に関するアンケート実施報告 

 「住みやすさ、地域への愛着についての満足意識」に関するアンケートの実施結果を 

下記のとおりご報告いたします。 

アンケートにご協力いただきましたｅ－モニターの皆さまに厚くお礼を申し上げます。 

アンケート概要 

アンケート実施期間 

平成２２年２月１５日から平成２２年３月１２日まで 

意見募集の結果 （ ）書きは前回調査分【平成２１年４月１５日から平成２１年４月３０日まで】 

回答者数 ９６９名（１，１３３名） 

対象者数 １，５０２名（１，５９８名） 

回答率 ６４．５％（７０．９％） 

回答者属性 

性別 【男性】５２８人 ５４．５％ 【女性】４４１人 ４５．５％ 

年代別回答率 

年代 【２０代】 【３０代】 【４０代】 【５０代】 【６０代】 【７０代以上】

回答者数 ８３名 ２１１名 ２５４名 ２２４名 １３７名 ６０名

対象者数 ２０２名 ３５１名 ３６７名 ３０８名 １９４名 ８０名

回答率 

（前回） 

４１．１％ 

(６８．２％) 

６０．１％

(７５．６％)

６９．２％

(６７．７％)

７２．７％

(７１．６％)

７０．６％ 

(７０．７％) 

７５．０％

(６９．４％)

地域別回答率 

地域 【北勢】 【伊賀】 【中南勢】 【伊勢志摩】 【東紀州】 

回答者数 ４４３名 ８４名 ２６７名 １４０名 ３５名

対象者数 ６２６名 １５３名 ４２５名 ２３９名 ５９名

回答率 

（前回） 

７０．８％ 

(７１．５％) 

５４．９％

(６７．５％)

６２．８％

(７０．１％)

５８．６％ 

(７３．７％) 

５９．３％

(６９．２％)



 産業・業種別回答率 

産業・業種別 回答者数 対象者数 回答率（前回） 

農林漁業 １５名 ２７名    ５５．６％（６９．０％） 

製造業 １５０名 ２３２名 ６４．７％（６９．８％）

商業・サービス業 １６７名 ２５６名 ６５．２％（６７．４％）

建設・不動産業 ５７名 ９３名 ６１．３％（７１．３％）

運輸・通信業 ３７名 ５５名 ６７．３％（７５．４％）

金融・保険関係 ２７名 ３９名 ６９．２％（６１．７％）

医療・福祉関係 ４９名 １００名 ４９．０％（６６．０％）

教育・保育関係 ３８名 ６５名 ５８．５％（７２．１％）

公務員 ４６名 ６７名 ６８．７％（６７．６％）

学生 １８名 ３８名 ４７．４％（５２．３％）

無職 ２４５名 ３４７名 ７０．６％（７９．９％）

その他 １２０名 １８３名 ６５．６％（６８．９％）

 

アンケート結果を受けて 

設問１ 地域の住みやすさ 

 現在お住まいの地域について、「とても住みやすい」が１５．６％（前回１７．７％）、「どちら

かといえば住みやすい」が５７．３％（同５４．４％）と「住みやすい」とお答えいただいた方が

７２．９％（同７２．１％）でした。     

また、「どちらかといえば住みにくい」が９．３％（同１０．５％）、「住みにくい」が１．５％

（同２．０％）と「住みにくい」とお答えいただいた方が１０．８％（同１２．５％）でした。  

 なお、「どちらともいえない」とお答えいただいた方は１６．３％（同１５．４％）となってい

ます。 
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設問２ 住みやすいと感じる点 

 住みやすいと感じている方が満足していると考える部分については、「きれいな空気」が１２．

４％と最も多く、次いで「自然環境との共生」（１２．０％）、「公共交通機関」（８．４％）の順と

なっており、これら３つの項目が他と比較して多くなっています。 
 上位８項目の内、「医療体制」「防犯」「食の安全」の安全・安心が３項目、「きれいな空気」「自

然環境との共生」の自然環境が２項目、「公共交通機関」「道路の整備」の交通面が２項目あげられ

ています。 
 

 今回調査 前回調査 

１位 きれいな空気（１２．４％） 自然環境との共生（１１．９％） 

２位 自然環境との共生（１２．０％） きれいな空気（１１．７％） 

３位 公共交通機関（８．４％） 公共交通機関（８．５％） 

４位 子育て環境（６．６％） 子育て環境（５．９％） 

５位 医療体制（５．２％） 医療体制（５．５％） 

６位 道路の整備（５．０％） 防犯（４．９％） 

７位 防犯（４．４％） 高速交通網（４．０％） 

８位 食の安全（４．０％） 飲料水の供給（４．０％） 
 

設問３  住みにくいと感じる点 

 住みにくいと感じる方が不足していると考える部分については、「公共交通機関」が１２．９％と最も

多く、次いで「医療体制」１１．８％、「雇用」（７．７％）の順となっており、これら３つの項目が他

と比較して多くなっています。これらに次ぐものとしては、「道路の整備」（５．４％）、「防犯」（５．２％）

などがあげられていますが、「公共交通機関」「医療体制」「雇用」の上位３項目以外で不足していると考

える部分については、大きな違いはありませんでした。 

 

 今回調査 前回調査 

１位 公共交通機関（１２．９％） 公共交通機関（１９．１％） 

２位 医療体制（１１．８％） 医療体制（１２．５％） 

３位 雇用（７．７％） 交通安全（５．７％） 

４位 道路の整備（５．４％） 道路の整備（５．７％） 

５位 防犯（５．２％） 雇用（５．４％） 

６位 子育て環境（４．５％） 快適なまちづくり（４．１％） 

７位 快適なまちづくり（３．９％） 文化・芸術（３．８％） 
 
 
 
 
 
 
 
 



設問４ 地域への愛着 

 現在、地域への愛着について、「持っている」が３０．９％（前回３４．８％）、「どちらかとい

えば持っている」が４３．８％（同３９．１％）と「持っている」とお答えいただいた方が７４．

７％（同７３．９％）でした。 

また、「どちらかといえば持っていない」が６．９％（同４．１％）、「持っていない」が１．６％

（同１．９％）と「持っていない」とお答えいただいた方が８．４％でした。  

 なお、「どちらともいえない」とお答えいただいた方は１６．９％（同２０．１％）となってい

ます。 
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設問５ 愛着を持っていると感じる点 

 愛着を持っていると感じる方が満足していると考える部分については、「きれいな空気」が   

１２．１％と最も多く、次いで「自然環境との共生」（１１．８％）の順となっており、これら２

つの項目が他と比較して多くなっています。 
 これらに次ぐものとしては、「川や海の水質」（４．９％）、「子育て環境」（４．９％）などがあ

げられていますが、「きれいな空気」「自然環境との共生」の上位２項目以外で不足していると考え

る部分については、大きな違いはありませんでした。 

 

 今回調査 前回調査 

１位 きれいな空気（１２．１％） きれいな空気（１１．３％） 

２位 自然環境との共生（１１．８％） 自然環境との共生（１１．０％） 

３位 川や海の水質（４．９％） 川や海の水質（５．２％） 

４位 子育て環境（４．９％） 子育て環境（５．１％） 

５位 歴史・文化遺産（４．６％） 歴史・文化遺産（４．６％） 

６位 公共交通機関（４．３％） 食の安全（４．０％） 

７位 食の安全（３．５％） 
医療体制（３．５％） 快適なまちづくり（３．８％） 

 
 
 
 
 



 

設問６ 愛着を持てないと感じる点 

 愛着を持てないと感じる方が不足していると考える部分については、「公共交通機関」が７．８％

と最も多く、次いで「医療体制」（７．６％）、「道路の整備」（７．１％）となっており、これら     

３つの項目が他と比較して多くなっています。 

これらに次ぐものとしては、「快適なまちづくり」（５．７％）、「子育て環境」（５．２％）、「雇用」     

（５．２％）などがあげられていますが、「公共交通機関」「医療体制」「道路の整備」の上位３項

目以外で不足していると考える部分については、大きな違いはありませんでした。 

 
 今回調査 前回調査 

１位 公共交通機関（７．８％） 快適なまちづくり（７．５％） 

２位 医療体制（７．６％） 公共交通機関（６．９％） 

３位 道路の整備（７．１％） 医療体制（５．９％） 

４位 快適なまちづくり（５．７％） きれいな空気（４．９％） 

学校教育（４．３％） 
５位 子育て環境（５．２％） 

雇用（５．２％） 子育て環境（４．３％） 

７位 人権尊重（３．３％） 
防犯（３．３％） 交通安全（３．９％） 

 

 設問７ 今後の定住意向について 

  「今の地域に住み続けたい」と答えた方の割合は６５．４％（前回６４．１％）、「三重県内の別の

地域に住みたい」と答えた方の割合は９．９％（同９．２％）、「県外に住みたい」が５．９％      

（同５．３％）、「どちらでもよい、わからない」が１８．８％（同２１．４％）となっています。 
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 設問８  「美（うま）し国おこし・三重」の認知度について 

  「美（うま）し国おこし・三重」の取組について、「取組の内容を知っている」が２７．９％

（前回２３．９％）、「あまり知らない」が６０．８％（同５９．８％）、「知らない」が１１．３％

（同１６．２％）となっています。 
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